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　日本海の最終氷期の堆積物には、暗色と明色の互層が見られ、堆積物の色の明度の変化はグリーンランド氷

床コアにおけるδ18Oの千年周期の変動（Dansgaard-Oeschgerサイクル：DOサイクル）と類似している。日

本海堆積物の明度（L *）は、主に全有機炭素（TOC）含有量を反映しているが、TOC含有量は海洋表層の一次

生産や堆積後の分解作用など様々な要因によって変化するため、堆積物のTOC含有量のみを用いて海洋環境の

変動を復元することは困難である。浮遊有孔虫殻の化学組成は、殻形成時の表層水の情報を保持しており、酸

素同位体比とMg/Caは、過去の海水温を復元する優れた指標である。したがって、TOCと浮遊性有孔虫の分析

を組み合わせることで、海洋表層の変化とTOC変動との関係を明らかにすると考えられる。しかし、これまで

日本海のTOC含有量の変動と対応した千年規模の表層水温変動を復元する先行研究はなかった。よって本研究

では、日本海南部の若狭湾から採取されたピストンコア堆積物（KR15-10 WB6_PC、水深845m）を用いて表

層水温を高解像度で復元し、TOC含有量との関係を解析することによって、DOサイクルに伴う日本海の海洋

環境の変化を理解することを目的とした。 

　WB6_PCのL *およびTOC含有量の変化は、先行研究によって報告されてきたように非常に強い負の相関関係

にある。浮遊性有孔虫殻の酸素同位体およびMg/Caから推測される海面水温（SST）の変化もまた、TOCと強

い相関を示し、水温が高いときにTOC含有量も高い。したがって、TOC含有量の変化は、表層水の性質の変化

と密接に関連しており、SSTと共に変化した一次生産の変動を示唆している。TOCとSSTの共変化は、東アジ

ア夏季モンスーン（EASM）の千年規模変動に起因する可能性がある。つまりEASMの強度は長江からの陸起源

栄養塩の流出を介して日本海への栄養塩流入量を変化させただろう。そのため、EASMが強い期間には栄養塩

状態が向上したことで一次生産が高まったと考えられる。さらに、その期間には偏西風軸が北上したことで亜

熱帯の温暖な空気が広範囲に拡大したために、日本海のSSTを上昇させたのだろう。したがって、EASMは、グ

リーンランドと日本海の気候を結ぶ重要な要素となっていたと考えられる。
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